
科学探究基礎 物理 第２回 

～静電気の実験～ 

 

0 準備 

 静電気の基礎知識！ 

      物体が摩擦などによって電気をもつようになることを    という。 

帯電した物体がもつ電気を    といい、電荷には正負がある。 

 

 

 

 

  ● 帯電列 物体が正負どちらに帯電しやすいかの目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）ストロー（ポリプロピレン）をティッシュなどの紙でこすると，ストローは負に帯電する。 

 

   ● 電荷の性質 

 

 

 

 

 

   ● 静電誘導 

導体に帯電体を近づけると，帯電体に近い側の表面には 

帯電体と異種の電気が現れ，遠い側の表面には帯電体と 

同種の電気が現れる。この現象を導体の     という 

     ★ 自由電子（負の電荷）が移動し、陽子（正の電荷）は移動しない！！ 

 

１ はく検電器を用いた静電誘導の実験 

実験 1 単独のはく検電器の実験 

下図のようなはく検電器の金属板に帯電体を近づけると，はくがどうなるかを観察してみよう。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 はくの開閉結果を，上の図に描け。 

 

考察 (1) はく、および金属板の電荷を図の中に示せ（＋または－）。 

 

(2) ④で指をふれたとき，どのようなことが起こったか。 

            答え方の例 「＋の電荷が指をつたって空中に逃げた」 など 

 

 

 

 

 

(3) ⑦の結果になった理由を答えよ。 

金属板 

はく 

負に帯電させた 

棒を近づける 

片手をガスの元栓

に触れた状態で，金

属板を指で触れる。 

棒を遠ざける 再び近づ

ける 

帯電した棒 

指を離してから，

棒を遠ざける 

再び近づ

ける。 

もっと近

づける 

③と同じぐらい 

①  ② ③ 

④ ⑤ ⑥ ⑦ 

1年  組  番 （氏名）          

実験日      年  月  日 

気温（  ℃）湿度（  ％）気圧（    hPa） 

１）電荷には   と   の２種類がある。 

２）同じ種類の電荷の間には、       がはたらく。 

３）異なる種類の電荷の間には、       がはたらく。 

擦る 



A B 

A B 

実験 2 アルミで橋渡しした２つのはく検電器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

結果 はくの開閉結果を図に描け。 

 

考察 （1）②，③，④，⑤の図に，はくの電荷，（＋または－）を記入せよ。 

 

   （2）③～⑤にかけて、帯電棒を近づけていくと、Ａ、Ｂそれぞれのはくはどのように動くか。 

また、その理由を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 感想、わかったこと、気づいたことなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年    組     番  氏名                  

B A 

①  

②  

③ 

④ 

Ａ 

Ｂ 

⑤ 

A B 

A B 

B A 

負に帯電した棒を A側に近づける。 

A，Bそれぞれに負に帯電した棒を少し近づける。 

棒はそのままの状態で，絶縁体(割り箸等)を用いて 

橋渡しをはずす。その後，棒を遠ざける。 

A B 

A B 

A B 

A B 

予想 結果 

A，B それぞれに負に帯電した棒をさらに近づけ

る。 

A，Bそれぞれに負に帯電した棒をさらに近づける。 


